
古　代　イ タ リ ア　の　道

Le　vie　in　ltalia　antica

久　志　本　秀　夫

序 言

　本稿ではイタリア古代の道を概観する。年来、筆者は古典古代がイタリアに於いていかに復

活して来たかという問題に関心を抱いて来たω。その研究と平行して、畿内を中心とする古道

を踏査して、道標を撮影し、文字を記録する作業も行なっているω。日本の古道も、近年、大

幅な変容を余儀なくされつつある。反面、失われていく旧街道の調査とその成果の刊行も最近

増加しているのである（3）。

　さて、イタリア人文主義をより良く把握するためには、古典古代を理解することが不可欠で

ある。古代イタリアへの視野拡大と日本の古道研究との交叉が本稿誕生の要因といえよう。

　古代ローマを対象とする日本人研究者の数は多く、論考も数千篇にのぼるであろう。しか

し、ローマの道と里程標に関心を持つ研究者の数は極めて少い。ローマ里程標の研究はローマ

碑文学の一環であり、我々が関西学院大学史学科で教えを受けた故粟野頼之祐教授（1896～1970）

が本邦に於ける西洋碑文学の草分けであった（4）。

　ところで、ヨーロッパでも実にここ十個年、ローマ帝国の道と里程標に関する研究がシリー

ズとして刊行されているのである。それらはスイス、ベルン市のKttmmerly＆Frey　Geo－

graphischer　VerlagよりItinera　Romana：Beitrage　zur　Strassengeschichte　des　R6mis－

chen　Reichesとして出版されており、次の二篇が既刊である。

　Walse　r，　G．，　Die　rO’mischen　Strassen　in　der　Schweiz，　1，　Teil：　Die　Meilensteine，　Bern

（1967）。（スイスに於けるローマの道。第一部、里程標）

　K6nig，1．，　Die　Meilensteine　der　Gallia　Na　rb　onensis，　Bern（1970）．（ガリア・ナルボーネン

シスの里程標）

　他に次の研究が予告されている。

Walser，　G．，　Summus　Poeninus，　Studien　zur　Geschichte　des　grossen　St．　Bernard－Passes　in

rδmischer　Zeit．（ローマ時代に於ける大・聖ベルナール峠の歴史）

　Imhof，　M．，　Das　rO’mische　Strassennetz　in　Rαetien　und　！＞’o　ricum，（ラエティアとノーリクム

に於けるローマの道路網）

　Walser，　G．，　Die　rb’mischen　Strassen　in　der　Schweiz，　2．　Teil：　Die　rO’mischen　Trassen　und
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Siedlungen．（スイスに於けるローマの道。第二部、ローマの道筋と集落）

　Thomann，　R．，1）ie　rO’mischen　Strassen　in　Portugal．（ポルトガルに於けるローマの道）

　Herzig，　H．，　ROmische　Strassen　und　Meilensteine　in　ltalien，　1，　Teil：　Aemilia，　Etrurien

und　Umbrien（イタリアにおけるローマの道と里程標。第一部、アエミリア、エトルーリア、

ウンブリア）

　1980年末現在、続刊が見られないのは残念である。

　ここで本稿に出て来るローマ・マイルについて一言しておく。ヤード・ポンド法の1マイル

は1．6093キロであるが、ローマ・マイルはそれより短く、約1．5キロ弱である。　ローマ時代の

尺度は1グラドゥスgradusが2．5歩（約73．5センチ）11パッススpassusが5歩（約147セ

ンチ）、1，000パッシpassiが1ミーレmilleであった。従って約1．47キロとなる（5）。また1．

482キロとする書もある（6）。イタリアではメートル法が採用されるまで、1パッソun　passo

が、我が国の一間（181センチ）程度の尺度で使用されたが、地域によって、長さが異っ

た（7）。

　なお、古代に於いてはイタリアではマイルが使われていたがかリァでは204年以降レゥガエ

leugaeが距離の単位となった。1レウガ1eugaは1，500パッシ、2．222キロであった（8》。

　以下の記述では、ローマの門より発する道を三廻りに、重要な道路のみを概括した（9）。また

地名には簡単な解説を付して、単調さを避けると同時に、イタリアの地誌を知る一助となるよ

うに試みた。それぞれの道については、個別研究を進あなければならないし、里程標の有無も

調べる必要があるが、それらは全て今後のこととし、今は見取図あいたものにとどめた。ま

た、例えばVia　Appiaを「アッピァ街道」なる通称で書いたが、本来ならば「アッピウス道」

が正しい。しかし、本稿ではviaの訳を、筆者が日本古道研究にて慣れ親しんでいる「街道」

とし、建設者（例、アッピウス）の名も女性名詞viaに一致する形容詞女性形（例、アッピァ）

のままで書いたことを断っておく。

　参照歴史地図としては、いわゆるシェファード（10）とプッツガーωが良い。またイタリア

で刊行されているものとしてはデ・アゴスティー二地理研究所発行「歴史地図」（12）のイタリア

古代の部に詳しいローマ古道の道筋が見られる。更にトゥーリング・クラブ・イタリァーノ

Touring　Club　Italiano発行の20万分の1道路図、フィレンツェにある軍事地理研究所Isti－

tuto　Geogratico　MiIitare発行の2万5千分の1地形図も、古道研究には欠くことが出来な

い。

略称一覧

　Bii　EncycloPaedia　Britanica，　11th　edition，　Cambridge　（1910”v1911）．

　B（’67）　EncycloPaedia　Britanica，　Chicago　（1967）．
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C刀L　　　Oo吻s　Inscriptionu〃z　Latinarum．

DEI　Dizionario　EncicloPedico　ltaliano，　Roma　（1970）．

FORBES　Forbes，　R．　J．，　Ancient　Roads，　Second　unrevised　edition，　Chicago　（1967）．
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ノ『α〃nal　of　Roman　Studies．

Kleine　Pau！y，　Stuttgart　（1964一一1975）・

Oxford　Classical　Dictionary，　2nd　edition，　Oxford　（1970）．

PaPers　of　the　British　School　at　Rome．

Pauly－Wissowa’s　Realencyfelopdidie　der　classischen　Altertumswissenschaft．

Ashby，　T．，　The　Roman　CamPagna　in　Classical　Times，　wi　th　a　New　lntroduc－

tion　by　J．　B．　Ward－Perkins，　London　（1970）．

Tozer，　H．　F．，　A　History　of　Ancient　GeograPhy，　Second　edition　with　additio－

nal　notes　by　M．　Cary，　New　York　（1964）．

アウレーリア街道Via　Aurelia（13）

　m一マ市を貫流するテヴェレ川の西にあるジャニコロの丘は、古代ローマ七丘の一つ、イァ

ーニクルムIaniculumの丘で、双面神イァーヌスIanusによって作られたという。1月の英

語January、伊語gennaioの語原はイァーヌスの月Iani　mensisに由来する。

　ジャニコロの丘の頂きにあるサン・クラツィ正門は、かつてのアウレーリア門であり、アウ

レーリア街道の起点であった。

　この道はthe　Great　Coast　Roadともいわれており、ティレニア海沿岸のエトルーリア人

の諸都市を結んでいた。

　建設年代は不明とされるが。その名称よりB。C．241年の監察官アウレーリウス・コッタ

Aurelius　Cotta、あるいはB．　C．126年の統領アウレーリウス・オレステースAurelius　Ores－

tesの可能性を考える説もある（14）。　いずれにしても、この道に接続するアエミリア・スカウ

リ街道の建設以前である。

　ローマより北西に向って、アルシウムAlsium（エトルーリァ12都市の一つカエレCaereの外港。

現在のパーロPalo）で海に達し、フォルム・アウレーリウムForum　Aurelium（エトルーリアの

小邑。アウレーリウス・コッタによって征服された。現モンテ・アルトMonte　Alto）を経てコサCosa

（良港のある岬の背後の丘陵に位置した。廃嘘は今のオルベテルロOrbetello付近にある）までが元の道

であったようだ。のちウァダ・ウォラテラーナ　Vada　Volaterrana（ピサの南にあったエトルー

リァの港。今日のヴァーダVada）へ延長された。ローマより175マイル。アエミリア・スカウリ

街道Via　Aemilia　Scauriは監察官アエミリウス・スカウルスM．　Aemilius　ScaurusがB．　C．

109年に建設した道で、ウァダ・ウォルテラーナよりピーサエPisae（今のピサPisa。エトルーリ

ア人の町、温泉で有名であった。中世には商港として栄えた）、ゲヌァ（今のジェノヴァ。建築材木の市
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場があった。中世にはヴェネツィァと対抗した商業・軍事都市となる）ウァダVadaを経て、内陸部

に入りデルトーナDertona（トルトーナTortona）に至る。

　またウァダ（ウァドゥム・サバティゥムVadum　Sabatiumともよばれた。現在はヴァード・リグレ

Vado　Ligure）よりアウグストゥス帝が建設したユーリア・アウグスタ街道Via　Iulia　Augu－

sta（15）が海岸沿いに今のフランスよりスペインに向い、最後には太西洋に到達したC16》。途中

の主たる町に、ポルトゥス・ヘルクリース・モノエキPortus　Herculis　Monoeci（「ヘラクレ

ースの港」の意。もとはギリシア人の植民地。Monoeciの主格Monoecusは「一人で住む者」を意味し、

ギリシアの英雄ヘラクレースの別名であった。転じで現地名モナコMonacoとなる）、アレラーテ

Arelate（アルル）．コルドゥバCorduba（コルドゥヴァ）などがある。

　ポストゥミア街道Via　PostumiaはB．　C．148年に統領スプリウス・ポストゥミウス・アル

ビーヌスSpurius　Postumius　Albinusが建設。ゲヌァより北進して山越えでデルトーナに

達し、東に向きを変えてプラケンティァPlacentia（現在のピアチェンツァPiacenza。後出のアエ

ミリア街道の終着点。B・C・218年目ローマが占拠した）を経て、ポー川． �nってクレーモーナ

Cremona（現在の綴りも同じであるが、発音はクレモーナ。　B．　C．218年にローマが占領。17世紀より18

世紀にかけてクレモーナはヴァイオリンの産地として有名になる。ストラディヴァリゥスはここで生れ、

よく働き、豊かになったので「ストラディヴァリウスのように金持ち」ということわざも生れた）に着く。

クレーモーナより東へ行き、ベードリアクムBedriacum（その位置については、サン・ロレンツ

ォ・グァッッォーネS．Loreロzo　Guazzone説とべヴェラーラBeverara説とがある（17）。69年の内乱の

際にオトとウィテリウス、またウィテリウスとウェスパシァーヌスの二つの会戦の場として知られる）に

至る。ここより東北に向ってウェーローナVerona（現在の綴りも同じ。発音はヴェローナ。エト

ルーリァ人、ガリア人に占領された後、B．　C．87年、ローマの植民地となる。シェークスピアが不朽のも

のとしたロメオとジュリエットのロマンスの場。ロメオは教皇党のモンテッキ家の出身、ジュリエットは

皇帝党のカプレーティ家より出た。1302年頃、家際に起った事件をモデルにしたという）ウィーケーティ

ァVicetia（今のヴィチェンツァVicenza。ルネサンスの建築家パラーディオは1518年、この地で生る）、

オピテルギウムOpitergium（現在のオデルツォOderzo。　ロンゴバルド人が北イタリアに侵入した

時、オデルツォの住民がヘラクレーア島に移住して、のちのヴェネツィア史の出発点になったという（18））

を通過してアクィレーイアAquileia（現在の綴りも発音も同じ。ローマ時代には、商業都市として繁

栄。アウグストゥス帝はゲルマン人との戦いに際して、この町に総司令部を置く）に到着。ここから東

方のノーリクム、パンノニア方面へはユリアン・アルプスを越えて道が通じていた。

クローディア街道Via　Clodia（19）

　ウェーイイVeiiはエトルーリア12都市連盟の一つであり、かつローマに対する前哨基地と

もいうべき位置にあった。そのウェーイイよりローマに至る最古の道がクローディァ街道の前

身と考えられている（2。）。　ウェーイィ付近で西北に向い、エトルーリァの西部を通過、一部は
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古いエトルーリア人の道を利用して進み、ルッセラエRusselae（今のロッセレRossele、エトル

ーリア12都市の一つ。B，C．3Q2年ローマに征服さる）でアウレーリァ街道に合流した。ローマより

ウェーイイの西まで同じルートを行き、ついでクローディア街道と分岐してその東を北上した

のがカッシア街道Via　Cassiaである。スートリウム（現ストリSutri）を通過した後、古代に

うっそうと茂っていたキミニゥス森林（21）Ciminia　silvaに突き当る。この森が壁となってロ

ーマのエトルーリァ侵入は相当期間おくれたが、遂にB．C．310年ローマ軍は突破に成功し

た。カッシア街道の建設は後出のフラーミニァ街道より早かったであろうという説（22》もある

ので、B・C・310年よりB．C．220年までの間、おそらくB．C．250年頃か。しかしカッシア街

道の初期の終着点であったアレーティウムArretium（今のアレッツォA　rezzo。ペトラルカの生

地としても知られる）のローマ帰属年代が不明であるので、問題は残る。

　のちアレーティウムよりフローレンティァFlorentia（フィレンツェFirenze）、ピストイア

ェPistoiae（ピストイァPistoia）、ルーカ　Luca（ルッカLucca）を経てルーナ　Luna（ルー二

Luni。エトルーリアとリグリアとの境の町。良港あり）まで延長され、アエミリア・スカウリ街道

に接続された。

フラーミニァ街道Via　Flaminia（23）

　ローマより北へ向う重要道路、the　Great　North　Roadであった。　B．　C．220年監察官ガー

イウス・フラーミニウスが建設した。ハンニバルのイタリア侵入の直前であり、またフラーミ

ニウスもトラシメーヌス湖の戦い（B．C．217年）で陣没した。

　フラーミニア門（現ポポロ門）より北に向い、テヴェレ川にかかるミルウィウス橋（コーンス

タンティヌスと対立したマクセンティウスは敗戦後、この橋より川に投げこまれた。しかし戦いが橋の近

くであったかどうかについては諸説がある（M）。最初の橋はおそらく木製で、現在のようになったのはB．C．

109年であった）を越える。先に述べたクローディア街道はここで分岐して、丘を上って北へ行

くが、フラーミニァ街道はやや東北に向きを変えつつソーラクテ山Soracte（691メートル。

現在・ソラッテ山あるいは聖オレステ山ともよぶ。かつて有名なアポロ神殿があった）の麓を通り、オ

クリクルムOcriculum（今のオトリコリOtricoliより5マイル離れた場所にローマ時代の町の遺跡が

ある。ここはローマより44マイル地点（as））でウンブリアに入る。更にナルニァNa　mia、（ナルニ

Narni。ネラ川に臨む小品で・アウグストゥス帝が架けた橋の遺跡がすばらしい）、メーウァニァMe－

vania（白牛の産地として著名であった。今のべヴァーニやBevagna）を経てフォルム・フラーミニ

ィForum　Flaminii（サン・ジォヴァンニ・イン・フィオリフィァンマS．　Giovanni　in　Fiorifiam皿a）

に着く・A・D・69年以降のことであるが、ナルニアよりスポーレーティウムSpoletium（スポ

レートSpoleto。　B．　C．217年、ハンニバルの攻撃をはね返したことで知られる。中世にはロンゴバルド人

のスポレート公国の主都）、　フルギニァエFulginiaeを経てフォルム・フラーミニイに至る新道

がつくられた。旧道の東側で、12マイルも長いが、平坦で歩行が楽となった。
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　’今のフォリーニョFolignoはフルギナエとフォルム・フラーミニイとの間にあるが、殉教

者フェリチアーノFeliciano（251年頃）が埋葬された小教会を中心に発展した町。遂にはフル

ギナエと、ロンゴバルド王リュートブランドに破壊されたフォルム・フラミニイとの双方の住

民をひきつけ、キーウィタース・ノウァ・フルギニィCivitas　nova　Fulginii（「新フルギナエ市」

の意・中世にはフルギニウムFulginiUmとよばれた）となって現在に至る（26）。

　フラーミニア街道はヌーケリア（今のノチェラ・ウンブラNocera　Umbra付近にあったが、その

位置については定かではない（27））、ヘルウィルムHeluillum（フオッサート・ディ・ヴィーコFossato

di　Vicoの丘陵の下にあったらしい（28））を経て現在のスケッジァScheggia（572メートル）でアペ

ニン山脈の峠を越えるが、そこにユーピテル・アッペニーヌスJupiter　Appenninusの神殿

があった（29）。　遺跡の一部が発見されているし、奉献碑文もある（30）。　スケッジァ峠はアペニ

ン山脈の峠のうち、最も低く、最も越えやすかった。北イタリアとの連絡路としての意義が理

解されるであろう。

　さて、峠を下ってカレCale（カッリCa91i）、インテルキーサIntercisaを通ると、フルロ

Furlo峠に着く。正面に岩山、右が川（カンディツリアーノ川Candigliano）という難所があっ

たが、ウェスパシァーヌス帝が76年より77年にかけて掘らせたトンネルがある（31）。長さ38．30

メートル、幅5，47メートル、高さ5．95メートル、現在も使用されていることより見ても、ロー

マ時代の土木技術が優れていることが分る。また平行して長さ8メートル、幅3．3メートル、

高さ4．45メートルの旧トンネルもあるが、多分監察官フラーミニウスによって開かれたのであ

ろう。

　ファーヌム・フォルトゥナエFanum　Fortunae（ファーノFano。アウグストゥス帝が植民地と

する。市の入口にアウグストゥス門があるが、4世紀には改めてコーンスタンティヌス帝に献ぜられ、15世

紀に上部が破壊されたりして今日に至る（32））でアドリア海に達し、海岸に沿ってピサウルムPisa－

urum（ペサロPesaro）を経てフラーミニア街道の終着点、アリーミヌムAriminum（リミニ

Rimini）に至る。町の入口のアウグストゥス門をくぐって200メートル程行くと、現在「三人

の殉教者の広場」Piazza　dei　tre　martiriとよばれるフォルムに着くが、ここがルビコン川を

渡った後、カエサルが兵士達に演説をした場であり、フラーミニア街道の終点であった㈹。

ローマより、旧道をとると210マイル、新道を来ると222マイルの距離である。

　アリーミヌムの市内を通過し、既述のプラケンティアまで、左にアペニン山脈、右にポー川

平野を見ながら、ほぼ真っ直に北西へ進んだのがアエミリア街道Via　Aemilia（34）である。距

離176マイル。B．　C．187年、統領アエミリウス・レピドゥスが建設。アウグストゥス帝の行政改

革に際して、ポー川の南で、アリーミヌムよりプラケンティアまで対角線のような道をもつこ

の地方はアエミリアと呼称されるようになった。今もエミーリアEmiliaの地名が残っている。

　アリーミヌムより79マイルの里程標が、ボローニャ付近のレーノ川Renoの河床で発見され

たが、B．　C．2年アウグストゥス帝がトレッビア川Trebbia（古代のトレビア川Trebia。プラケ
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ンティアの西を流れる。B・C・218年ハンニバルがローマ軍を破った場所としても著名）まで道を修復

したことが刻されている㈹。

　アエミリア街道はガリア・キサルピーナ（「アルプスより此方のガリア」の意）の心臓部を

縫って行ったが、主な通過都市としてはボノーニァBononia（ボローニャBologna。エトルーリ

ア12都市の一。B．　C．190年ローマの植民地となる）、ムティナ（モデナModena。　B．　C．185年よりロ

ーマの植民地。カエサル暗殺後、アントーニウスはここでブルートゥスを包囲した）、パルマ　Parma

（B．C．183年ローマの植民地。今も同名。古代には羊の飼育で知られた）がある。のち、この道はプラ

ケンティアより北西へ、メディオラーヌムMediolanum（ミラノMilano）まで延長された。更

に西へと道は延び、エポレディァEporedia（イヴレアIvrea。アオスタ漢谷の入口。　B．C．100年ロ

ーマの植民地）を経てアウグスタ・プラエトーリアAugusta　Praetoria（アオスタAosta。　B，C．

24年ローマに占拠さる。町は今なおローマ時代のプランを残し、古代の市壁に囲まれている。中世ではフラ

ンスの一部となっていた）に至る。ここからアルプス越えの二つの道が出る。一は西に向ってア

ルペース・グラーイアエAlpes　Graiae（小・聖ベルナール峠。2188メートル）を越え、イサウラ

川Isaura（イセール川Is6re）の上流へ。他は北に向いアルペース・ペンニアエAlpes　Penniae

（大・聖ベルナール峠。2472メートル）を越えてローヌ川上流の漢谷やレマン湖へと通じた。

　またエポレディアより南へ行き、アウグスタ・タウリーノルムAugusta　Taurinorum（トリ

ーノTorino）に出、ついで西へ方向を変え、セグシオSegusio（スザSusa）経由でアルペー

ス・コッティァエAlpes　Cottiae（モン・ジュネーヴルMont　Gen色vre　1854メートル）を通るルー

トもあった㈹。

サラーリア街道Via　Salaria（37）

　塩sa1より派生した形容詞salariusが冠せられていることより明らかなように、「塩の道」

であった。即ち山地に居住していたサビー二人が塩を求めて、この道を辿り、ローマを経由し

て海岸に謂った道路である。従って非常に古い道で、セルゥィゥス王の市壁（B．C。6世紀？）

のコリーナ門より現存のサラーリア門を経て北東に向つた。ところが、サラーリァ門の西にピ

ンキアーナ門があり、ここから古サラーリア街道Via　Salaria　Vetusが発していた。旧道と

新道との関連性については議論がある㈹。

　サビー二人の主都レアーテ（リェーテイRieti）より、東北に延長されてアペニン山脈を越

え、アスクルムAsculum（アスコリAscoli。カステラーノ川とトロント川との合流点の狭い谷に位置

する）を経てカストゥルム・トゥルエンティヌムCastrum　Truentinum（トロント川は昔トゥ

ルエントゥス川とよばれた。今日のボルト・ダスコリPorto　d’Ascoli。「アスコリの港」の意であるが、

アスコリより28キロ離れている）でアドリア海に達した。全長151マイル。

ウァレリア街道Via　Valeria（39）
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　ローマより東に向ってアドリア海に達する重要な道である。ティーブルTibur（ラティウム

の先住民族といわれるシクリ人が創設した古い町。気候、景観が共に良い岩壁の丘の上に位置するので、

のちには金持ちのローマ人の保養所となった。今のティヴォリTivoli）に至る初めの20マイルの部分

は非常に古いティーブルティナ街道Via　Tiburtina（40）であった。ローマよりティーブルまで

の里程標は発見されていない。CIL第14巻361の14マイル里程標碑文は偽作である（41）。

　ウァレリァ街道の名称は、おそらくB．C．154年に監察官であったウァレリウス・メッサー

ラM．Valerius　Messalaに由来すると思われる（42）。

　ティーブルを離れて、アニエーネ川の渓谷を東北に行き、36マイル地点で川と別れて、カル

セオリCarseoli（カルソーリCarsoli海抜603メートル）へと上り、ボーヴェ山Monte　Bove

（1348メー・トル）を越えてフーキヌス湖Fucinus　lacus（かつてのチェラーノ湖。よく氾濫したので

クラウディウス帝の頃より干拓の試みはあったが成功せず、遂に1875年に事業が完成して湖はなくなった

（43））の谷に下った。

　フーキヌス湖の北東ケルフェニァCerfennia（コラルメーレCollarmele　835メートル）よりア

ペニン山脈をフォルカ・カルーソForca　Caruso（1107メートル）　で越えてコルフィーニウム

Corfinium（コルフィニオCorfinio。古代には要塞都市であったが、遺跡はわずかに残っている）に

出、アテルノ川の河ロアテルヌムAternum（ペスカーラPes（xara）に至る道は48～49年クラ

ウディウス帝によって建設された（44）のでクラウディア・ウァレリア街道Via　Claudia　Vale－

riaと称されている。プリーニウスがイタリアの幅を136マイルとしたのは、ウァレリア街道に

基づく（45）。

ラティーナ街道Via　Latina（46）

　道の名称に地名が出るのは、その起源の古さを示している。n一マのうティーナ門より発し

て東南方面へ、カンパーニアのカレースCales（カルヴィ・ヴェッキアCalvi　Vecchia）に向う

が、この町はラテン植民地としてB．C．334年に創設されたので、ラティーナ街道の存在は、

22年後につくられたアッピア街道に先行していたことが分る。またアッピア街道は幾多の技術

的困難に直面しなければならなかったが、ラティーナ街道は、より自然なルートを行った。

　アナグニァAnagnia（教皇ボニファキウス8世が1303年に捕虜となったアナー二事件Anagniの地

として知られる）付近でローマよりの別道ラビーカナ街道Via　Labicana（47）と合し、フレゲ

ラェFregellae（ウォルスキ人の町であったが、　B．C．328年ローマの植民地となる。今のチェラーノ

Cerano）でリリ川Li　riを渡る。ついでアクィーヌムAquinum（アクィーノAquino海抜106

メートル）、ヵシーヌムCasinum（カッシーノCassino海抜41メートル。付近の516メートルの岩壁の

上に有名なモンテカッシーノ修道院がある）を通るが、このあたりは比較的低地である。

　その後アペニン山脈とロッカ・モンフィーナ火山群との間を通過するが、旧道は突如ウェナ

ーフルムVenafrun　（ヴェナーフロVenafro。サムニーテス人の町。オリーヴ油の産地として知られ
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た。海抜218メートル）へと上り、サムニウムの奥地へ通じた。のちルフラエRufrae（今のプレ

センザーノPresenzano。ヴェナーフロより約13キロ南）を経由する新道がつくられたらしい（48）。

　ラティーナ街道は、テァーヌムTeanum（テアーノTeano。1860年イタリア統一のため北から下

ったヴィットリオ・エマヌエーレ2世と南から上って来たガリバルディとが出会った地でもある）、既

出のカレースを経てカシリーヌム　Casilinumに着き、ここでアッピア街道と合してカブ。ア

Capuaに至る。カシリーヌムは現在のカブアとなり、＝ill：のカブアはサンタ・マリーア・カプ

ァ・ヴェテレSanta　Maria　Capua　Vetereに遺跡が存在している。

　ローマよりカシリーヌムまでラティーナ旧道で135マイル、ラティーナ新道で126マイル、ア

ッピア街道で129マイルであった（49’）。

アッピア街道Via　Appia（50）

　B．C．312年監察官アッピウス・クラウディウスApPius　Claudiusが建設。イタリア古代の

道で最も有名である。詩人スターティウスは「道の女王」regina　viarumと賛称した（51）。ラ

ティーナ街道よりも南のコースをとり、ほぼ真っ直に頭蓋に向う。The　Great　South　Roadで

あった。

　アッピァ門（現在はサン・セバスティアーノ門）を出、　1マイル里程標（1976年7月、筆者は実見

したが、自動車事故のためか折れていた）を過ぎて約500メートル行くとドミネ・クウォ・ウァディ

ス教会がある。シェンキヴィチ作の小説「クウォ・ウァディス」で知られるペテロがイエスの

幻を見た場所である。最初の数マイルの道の左右には墓や建て物が多数存在した（52）。

　途中、勾配の急なアルバ丘陵をも直進する。フォルム・アッピィForum　Appiiにてポンプ

ティーヌス沼沢Pomptinus（53）に入った。19マイルあったので、19を意味するデケンノウィウ

ムDecennoviumと称された。この部分が最初から存在したことが、アド・メーディァスAd

Medias（メサMesa）における里程標（B．　C．250年頃）発見で証明された〔54）。ストラボンや

、ホラーティウスの時代には、フォルム・アッピイよりルークス・フェーローニアエLucus　Fe－

roniaeまで道に平行する運河を舟で行くのがならわしであった。

　今一つの技術の勝利がテラキーナTerracina（現在名も同じ）に於ける切通しである。旧道は

岬を迂回していたが、おそらく帝政期に、約40メートルの高さの所の岩を掘って切通しがっく

られた。

　n　一一マより古代のカブアまで132マイルであったが、おそらくB．C．244年までにべネウェン

トゥム（ベネヴェントBenevento）、ウェヌシァVenusia（ヴェノーサVenosa、詩人ホラーティウ

スの生地）、タレントゥムTa　rentum（タラントTaranto）を経てブルンディシウム　Brun－

disium（ブリンディシBrindisi）に至る234マイルが延長されたようである（55）。だがこの延長

部分は山間部を通るので、ベネウェントゥムより東北に向いアドリア海に出てバーリウムBa－

rium（バリBari）経由の近道があった。
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　五常帝の一人、トライアーヌス帝は109年この近道を整備してブルンディシウムへの主要ル

ートとした。トライアーナ街道Via　Traiana（56）と呼称されている。

註

（1）拙稿「ビュザンティオン人文主義とイタリア人文主義」、関西学院史学、11（1967）。「フィレンツェ
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